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は　じ　め　に

　過去の地殻変動連続観測の記録には、ブロマイド紙（感
光紙）に記録されたものがある．京都大学の紀州観測点（三
重県熊野市）と由良観測点（和歌山県日高郡由良町）では，
1974 年頃までは土地傾斜の観測記録にブロマイド紙が用
いられていた．紀州観測点のブロマイド記録を用いて，ス
ロースリップイベントの可能性がある傾斜変化について検
討がなされた（Kano and Kano, 2019）．この研究は，過去
に取得された記録について，当時は知られていなかった現
象をみつける試みであり，過去の記録が保全されていれば，
最新の知見を適用することができることを示している．
　現時点での記録の保全は，何らかの形でデジタル化する
ことであろう．記録紙は時間の経過とともに劣化して読み
取ることができなくなる．マイクロフィルムについても同
様である．劣化を防ぐ，あるいは遅らせることもできるが，
多大な手間と費用がかかる．また，物理的な大きさをもつ
ため，保管場所の確保も必要である．デジタル化について
も保存するフォーマットやメディアの永続性の問題はつき
まとうが，保管や利用のコストを低減することができる．
　地震の紙記録については，マイクロフィルム化やデジタ
ル画像化が実施され，アーカイブやデータベースとして公
開されてきている（例えば Satake et al., 2020）．
　地殻変動連続観測の記録紙については，デジタル画像化
が遅れている．今回扱う記録紙は，観測所の片隅に放置さ
れていたのを整理し，デジタル画像化を行ったものである．
　本報告では，京都大学の紀州観測点と由良観測点の土地

傾斜記録のデジタルアーカイブについて，その内容と構築
方法についてまとめる．構築にあたっては，オープンソー
スソフトウェアである Omeka を用いた．なお「地殻変動
ブロマイド記録」（図 1）としてインターネット上で公開
している（https://www.dheq.org/repo/s/bromide/page/
timeline）．

ブロマイド記録

　今回デジタルアーカイブの構築の対象としたのは，紀伊
半島の紀州観測点（三重県熊野市）と由良観測点（和歌山
県日高郡由良町）である．これら 2か所の観測点での観測
は主として京都大学防災研究所によって実施されたもので
ある．紀州観測点と由良観測点では，1974 年頃までは土
地傾斜の観測記録にブロマイド紙（感光紙）が用いられて
いた．現在は，このブロマイド記録は京都大学阿武山観測
所で保管されている． 
　紀州観測点では 1947 年に水平振子型の傾斜計が設置さ
れた．1951 年に異なる鉱区に移設されているが，これは
現在の水管傾斜計の設置地点のごく近傍である．1974 年
までは横 30 cm，縦 8.5 cm のブロマイド紙に記録されて
いる．紙送りの速度は時期によって変更されているが，
1970 年代には約 0.2 cm/h に設定されていた（田中，
1981）．
　各ブロマイド紙の裏面には，記録番号，記録期間，振り
子の固有周期，紙送り速度，期間中に発生した地震に関す
るメモが残されている．記録は観測点ごとに，適当な観測
期間ごとに束にまとめて保存されている．
　これらのブロマイド記録を利用する際の利便性向上のた
め，順次記録を撮影し，デジタル画像を作成してきている．
デジタル画像の作成のため，記録紙の両面をデジタルカメ
ラにより撮影した．また合わせて，両面に残されたメモを
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枚の画像をメディアとして登録した（図 2）．また，それ
ぞれのアイテムにメタデータ（タイトル，日付，識別子，
空間的範囲，作成日，タイプ，ライセンス，公開者）を登
録した．識別子として，記録紙に書かれた番号を採用した．
　メディアとしての画像の登録には，ブラウザからのアッ
プロードのほか，参照できる URL からの登録や，
International Image Interoperability Framework（IIIF）
画像などを利用することができる．ここでは同じWebサー
バーに一時的に画像ファイルを置き，URL で参照する形
で画像を登録した．
　資料を 1点ずつアイテムやメディアとして登録すること
もできるが，多数の資料がある場合は手間である．このよ
うな場合には CSV Import モジュールを利用すればよい．
アイテムまたはメディアとして登録したい情報を csv ファ
イルにまとめれば，多数の資料をまとめてインポートでき
る．
　Omeka の Timeline モジュールを用いると，アイテムを
時系列，あるいは，年表上に表示できる．記録紙にはそれ
ぞれの記録期間があるので，年表風に表示し，これをトッ
プページに用いることで，記録紙へのアクセスを容易にす

読み取り表にまとめている．

Omekaを用いたデジタルアーカイブの構築

　今回のデジタルアーカイブの構築には，Omeka（https://
omeka.org/）を用いた．Omeka は，デジタルコレクショ
ンを共有するためのWeb上での出版プラットフォームで，
多くの博物館，美術館，図書館，文書館，あるいは研究プ
ロジェクトなどのデジタルアーカイブに用いられている．
オープンソースソフトウェアである Omeka を用いること
で，デジタルアーカイブ構築にかかる費用や技術的要求を
大幅に減らすことが可能になった．Omeka には Omeka 
Classic と Omeka S のふたつの版があるが，ここでは
Omeka S を用いた．
　ブロマイド紙のデジタル写真とメタデータ（ここでは，
記録紙裏面の情報および観測者・観測点に関する情報）を
Omeka に登録した．記録の検索を容易にするため，メタ
データ中の観測点と観測期間に関する情報を各画像に結び
つけた．
　Omeka では資料のひとつひとつをアイテムとして管理
する．今回は，記録紙 1 枚を 1 アイテムとし，表裏の各 1

図 1．　デジタルアーカイブ「地殻変動ブロマイド記録」のトップページ
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ると同時に，記録のある期間を視覚的にあわらした（図 1）．
　Omeka の IIIF Server モジュールを用いると，画像を
IIIF に準拠して公開することができる．これを利用して，
閲覧者は IIIF に対応した好みの画像ビューアでブロマイ
ド記録を表示することができる．また，将来的には，IIIF
を利用して，オンラインでブロマイド紙記録を画像処理し，
以後の分析を実施するような仕組みを構築できる可能性が
ある． 
　Omeka では，一般的な CMS（Content Management 
System）と同様に固定ページを作成することもできる．
今回のデジタルアーカイブでは，「記録について」というペー
ジを設け，前節で述べたような地殻変動観測のブロマイド
記録や観測の歴史，記録の見方について解説した（図 3）．

ま　と　め

　紀伊半島の 2 か所の観測点の土地傾斜の記録について，
デジタルアーカイブを構築した．これらの観測は主として
京都大学防災研究所によって実施されたものである．紀州
観測点と由良観測点では，1974 年頃までは土地傾斜の観
測記録にブロマイド紙（感光紙）が用いられていた．現在

は，このブロマイド記録は京都大学阿武山観測所で保管さ
れている． 
　過去に取得された記録のなかには，観測所内になかば放
置されているような状態の場合もある．観測の主体であっ
た研究者の退職等により，どのような記録であったか，あ
るいは記録の所在自体も忘れられてしまうこともある．こ
のような記録を保全し，活用するためには，記録に関する
デジタルアーカイブを構築，公開し，広く人々の目に触れ
るようにするのがひとつの方法であろう．このようなデジ
タルアーカイブの構築には，Omeka のようなソフトウェ
アが有用である．
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んにご教示いただきました．ここに記して感謝申し上げま
す．

図 2．　Omeka に登録済のアイテムの画面
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図 3．　「記録について」ページ


